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１．はじめに
 近年，Society 5.0 の実現を目指して，土木業界において

も DX を推進し，業務効率化を図る取り組み（国土交通省，

2022）が進められている．地質調査の現地踏査においても

航空レーザ測量データに代表されるような高精度な地形情

報が入手できるようになり，事前の机上調査の精度が格段

に向上している．さらに，その情報をもとに，技術者が現

地で観察することで，その後の調査，設計に活用している．

ただし，現地踏査は，地質ルートマップとして観察した内

容の記載や写真と関連付けた説明資料を作成するなど重要

ではあるが，アナログな技術が多いのが現状である．本報

告は，現地踏査における DX を推進する取り組みの一つと

して，360 度動画によるリアリティキャプチャ技術を用い

た現地踏査情報の共有化の事例について紹介する．  

２．360 度動画によるリアリティキャプチャ技術
現地踏査は，通常の踏査と同じであるが，180 度以上の

範囲を捉えられる超広角レンズを 2 枚搭載することで，全

方向を同時に撮影できるカメラをヘルメットに固定，ある

いは手で持ちながら動画を撮影するだけである．ただし，

スタート地点とゴール地点を同じにすることや歩調を一定

にすること，対象物に死角ができないように工夫しながら

歩くことなど，動画から点群を作成する上で注意が必要で

ある．なお，リアリティキャプチャ技術は， Jacob
J.Lin,(2021)の技術をもとに，斜面地への適用について現

在，研究開発を行っている．

３．地形解析と 360 度動画によるリアリティキャ

プチャ技術による現地踏査の融合事例

 この事例は，兵庫県が公開している 2 時期の航空レーザ

測量データを活用して，土砂移動箇所の抽出を行い，現地

にて確認した事例について紹介する．まず，地形解析は，

2 時期の航空レーザ測量データの標高を差分することで標

高差分図を作成した．この標高差部分図と空中写真や地形

図の判読を行い，凹凸が分かり易いように立体地図として

荒廃状況を第 1 図のように整理し，現地調査の基図とした． 
 第1図に示した赤四角の箇所にある崩壊地まで行き，360
度カメラを用いた動画の撮影を行い，動画データから点群

を生成したものを第 2 図に示した．また，崩壊地の状況を

360 度画像で確認した事例を第 3 図に示した．点群を様々

な角度で確認することで，崩壊地の形状や大きさを把握す

ることができ，さらに 360 度の画像で崩壊地表面の状況を

確認することができる．通常は，地形図に写真位置図や踏 

第 1 図 現地踏査に用いた地形解析図 
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第 2 図 点群とオルソ画像 

第 3 図 360 度画像 

査結果情報を記載したものをもとに議論するが，このデー

タを閲覧することで，現地踏査に参加していない技術者が

凹凸状況や浸食の状況などを詳しく確認することができた． 

４．2 次元平面図と 360 度動画によるリアリティ

キャプチャ技術の融合事例
これまで技術者は，平面図，縦断図，横断図をもとにさ

まざまな検討を行い，設計を行っている．この事例は，こ

れまでなじみの深い測量平面図と 360度動画によるリアリ

ティキャプチャ技術を融合したオンライン踏査図と複数時

期に実施した踏査時の点群情報をもとに経時変化を確認し

た事例について紹介する．

第 4 図は，測量平面図をベースに点群を一緒に表示した

オンライン踏査図である．この図には，踏査ルートと踏査

ルートのポイントごとに 360 度画像が保存されており，閲

覧者が気になるポイントをクリックすることで 360度画像

を確認することができる．また，共有したい箇所を事前に

マークアップ，コメントを記載しておけば，他の技術者に

意見を求めやすくなるなどコミュニ―ケションツールとし

ても活用できる．

 第 5 図は，複数回現地踏査を行い，それぞれの時期で点

群作成したものである．両図を比較すると，谷止工背後の

堆積土砂が浸食され，わずかな流路が形成されていること

が確認できる．さらに点群の標高差分を行えば，変化した

土量の計算も可能である． 

第 4 図 平面図と点群とルート位置図 

第 5 図 谷止め工背面の経時変化 

５．まとめ
 現地踏査情報の共有化を 360度動画によるリアリティキ

ャプチャ技術を用い，これまでの技術と融合した事例につ

いて紹介した．現地踏査時に気づかなかった点についても，

点群ならびに 360度画像をもとに，再度確認できることで，

見逃しの少ない現地踏査が可能になる．また，これまで測

量平面図と写真で踏査図を作成してきたが，3 次元の点群

ベースで，凹凸状況を表現し，360 度画像で全体の状況を

確認できる点や時間による変化についても確認できる点で，

これまでの踏査図とは異なる新しい使い方ができると言え

る．ただし，データ欠損箇所の補間や他時期の点群の標高

差の定量化，信頼度評価の方法については，現在検討を進

めているところである．引き続き検討を進め，斜面地にお

ける維持管理型のプラットフォーム構築を目指したい． 
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